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○新座市こども医療費支給に関する条例 

昭和４８年７月２日 

条例第３４号 

改正 昭和４８年１２月２７日条例第５７号 

昭和５９年１２月２２日条例第２５号 

平成４年３月３１日条例第１２号 

平成７年３月２９日条例第１１号 

（題名改称） 

平成１０年６月２２日条例第２２号 

平成１１年３月２９日条例第１５号 

平成１２年３月３１日条例第２５号 

平成１４年３月２９日条例第９号 

平成１５年３月３１日条例第１１号 

平成１６年３月３１日条例第１２号 

平成１７年３月３１日条例第２８号 

平成１８年９月２６日条例第３４号 

平成２０年３月２８日条例第１８号 

（題名改称） 

平成２０年６月２７日条例第２５号 

平成２１年３月２６日条例第１４号 

平成２２年３月２６日条例第９号 

平成２３年３月２８日条例第５号 

平成２３年９月２９日条例第２０号 

平成２４年３月２８日条例第１２号 

平成２４年９月２８日条例第３８号 

平成２４年１２月２５日条例第４６号 

平成２８年１２月１９日条例第４５号 

令和２年１２月１８日条例第５２号 

令和４年６月１７日条例第２８号 

注 昭和５９年１２月から改正経過を注記した。 
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（目的） 

第１条 この条例は、こどもが必要とする医療を容易に受けられるようにするた

め、こどもに対する医療費の一部を支給することにより、こどもの保健の向上

と福祉の増進を図ることを目的とする。 

（昭５９条例２５・平４条例１２・平２０条例１８・一部改正） 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。 

(1) 「こども」とは、保護者の被扶養者で、市内に住所を有し満１８歳に達す

る日以後の最初の３月３１日までの間にあるものをいう。ただし、婚姻して

いる者及び婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者

を除く。 

(2) 「保護者」とは、親権を行う者、未成年後見人その他の者で、市内に住所

を有しこどもを現に監護するものをいう。 

(3) 「医療費」とは、国民健康保険法（昭和３３年法律第１９２号）又は規則

で定める社会保険各法（以下「社会保険各法」という。）に規定する医療に

要する費用をいう。 

(4) 「一部負担金等」とは、こどもに係る医療費（満１５歳に達する日以後の

最初の３月３１日を経過したこどもにあつては、入院に係る医療費に限る。）

のうち、国民健康保険法による被保険者又は社会保険各法による被保険者、

組合員若しくは加入者（被保険者、組合員又は加入者であつた者を含む。）

が、国民健康保険法又は社会保険各法の規定により負担すべき額及び他の法

令の規定による医療給付があつたときの負担すべき額から法令又はそれに準

じる規定による給付の額、付加給付の額及び食事療養標準負担額を控除した

額をいう。 

（昭５９条例２５・平４条例１２・平７条例１１・平１０条例２２・平

１１条例１５・平１２条例２５・平１７条例２８・平２０条例１８・平

２０条例２５・平２１条例１４・平２４条例４６・令２条例４２・一部

改正） 

（支給対象） 
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第３条 この条例に定める医療費の支給の対象とする者は、国民健康保険法によ

る被保険者又は社会保険各法による被扶養者であるこども（以下「対象のこど

も」という。）の保護者とする。ただし、次の各号のいずれかに該当する者の

保護者を除く。 

(1) 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による保護を受けている者 

(2) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条の３第８項に規定する小

規模住居型児童養育事業を行う者又は同法第６条の４に規定する里親に委託

されている者 

(3) 法令による措置により児童福祉法第７条第１項に規定する児童福祉施設

その他の施設等に入所した者であつて、当該法令に基づきその者に係る国民

健康保険法又は社会保険各法による被保険者その他これに準じる者が負担す

べき額の全額を国又は地方公共団体において負担しているもの 

(4) 新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例（昭和５８年新座市条例

第２号）に基づく医療費支給事業により医療費の支給を受けることができる

者 

(5) 新座市ひとり親家庭等医療費支給条例（平成４年新座市条例第１９号）に

基づく医療費支給事業により医療費の支給を受けることができる者 

（昭５９条例２５・平４条例１２・平７条例１１・平１１条例１５・平

１６条例１２・平１７条例２８・平１８条例３４・平２０条例１８・平

２１条例１４・平２２条例９・平２３条例５・平２３条例２０・平２４

条例１２・平２４条例３８・平２４条例４６・平２８条例４５・一部改

正） 

（支給） 

第４条 市は、保護者が前条に定める対象のこどもに係る一部負担金等を支払つ

た場合において、当該支払額を支給するものとする。 

（昭５９条例２５・平４条例１２・平７条例１１・平１１条例１５・平

１２条例２５・平１４条例９・平１５条例１１・平１７条例２８・平２

０条例１８・令２条例４２・一部改正） 

（支給の方法） 

第５条 前条の支給は、対象のこどもの保護者の申請に基づき行うものとする。 



4/9 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、対象のこどもが現物給付を実施する埼玉県

内の保険医療機関等で医療を受けた場合には、当該保険医療機関等の請求に基

づき、一部負担金等を対象のこどもの保護者に代わつて当該保険医療機関等に

支払うことができる。 

３ 前項の規定による支払があつたときは、当該対象のこどもの保護者に対して

前条の支給があつたものとみなす。 

（昭５９条例２５・平４条例１２・平１０条例２２・平１７条例２８・

平２０条例１８・令２条例４２・令４条例２８・一部改正） 

（受給者の登録） 

第６条 医療費の支給を受けようとする保護者は、規則で定める受給資格登録申

請書を提出して、こども医療費受給資格の登録を受けなければならない。 

２ 市長は、前項の申請に基づき、この条例に定めるこども医療費の支給対象と

認定したときは、申請者に受給資格証を交付しなければならない。 

３ 受給者は、保険医療機関等において医療を受けようとする場合は、国民健康

保険法又は社会保険各法の規定による電子資格確認等により被保険者又は被扶

養者であることの確認を受けるとともに受給資格証を提示しなければならない。 

（平４条例１２・平１０条例２２・平２０条例１８・令４条例２８・一

部改正） 

（届出の義務） 

第７条 受給者は、その資格を喪失したとき又は受給資格の登録事項に変更があ

つたときは、その旨を速やかに市長に届け出なければならない。 

（昭５９条例２５・一部改正） 

（譲渡又は担保の禁止） 

第８条 医療費の支給を受ける権利は、譲渡し、又は担保に供してはならない。 

（平１７条例２８・追加） 

（損害賠償との調整） 

第９条 市長は、医療費の支給事由が第三者の行為によるものであり、かつ、そ

の者から受給者が損害賠償を受けたときは、その限度において、医療費の全部

若しくは一部を支給せず、又は既に支給した医療費の額に相当する額を返還さ

せることができる。 
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（平２３条例２０・追加） 

（支給費の返還） 

第１０条 市長は、偽りその他の不正の手段により医療費の支給を受けた者があ

るとき、他の法令等により医療費の支給を受けた者があるとき、又は一部負担

金の変更その他の理由により過払いが生じた者があるときは、その者からこの

条例により既に支給を受けた額の全部又は一部を返還させることができる。 

（平４条例１２・一部改正、平１７条例２８・旧第８条繰下、平２０条

例２５・一部改正、平２３条例２０・旧第９条繰下、平２４条例４６・

一部改正） 

（委任） 

第１１条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

（平４条例１２・一部改正、平１７条例２８・旧第９条繰下、平２３条

例２０・旧第１０条繰下） 

附 則 

この条例は、公布の日から施行し、昭和４８年７月１日から適用する。 

附 則（昭和４８年条例第５７号） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和４８年１２月１日から適用する。 

附 則（昭和５９年条例第２５号） 

この条例は、昭和６０年１月１日から施行する。 

附 則（平成４年条例第１２号） 

１ この条例は、平成４年７月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市乳幼児医療費支給条例の規定は、平成４年７月１日以後の診

療に要した医療費について適用し、同日前の診療に要した医療費については、

なお従前の例による。 

附 則（平成７年条例第１１号） 

１ この条例は、平成７年１０月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市乳幼児医療費支給条例の規定は、平成７年１０月１日以後の

診療に要した医療費から適用し、同日前の診療に要した医療費については、な

お従前の例による。 

附 則（平成１０年条例第２２号） 
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この条例は、公布の日から施行し、第１条の規定による改正後の新座市老人の

医療費の支給に関する条例、第２条の規定による改正後の新座市乳幼児医療費支

給条例、第３条の規定による改正後の新座市重度心身障害者医療費支給に関する

条例及び第４条の規定による改正後の新座市ひとり親家庭等医療費支給条例の規

定は、平成１０年１月１日から適用する。 

附 則（平成１１年条例第１５号） 

１ この条例は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市乳幼児医療費支給条例の規定は、平成１１年４月１日以後の

診療に要した医療費から適用し、同日前の診療に要した医療費については、な

お従前の例による。 

附 則（平成１２年条例第２５号） 

１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、第４条の改正規定

は、平成１２年７月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市乳幼児医療費支給条例第４条の規定は、平成１２年７月１日

以後の診療に要した医療費から適用し、同日前の診療に要した医療費について

は、なお従前の例による。 

附 則（平成１４年条例第９号） 

１ この条例は、平成１４年７月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市乳幼児医療費支給条例の規定は、この条例の施行の日以後の

診療に要した医療費から適用し、同日前の診療に要した医療費については、な

お従前の例による。 

附 則（平成１５年条例第１１号） 

１ この条例は、平成１５年７月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市乳幼児医療費支給条例の規定は、この条例の施行の日以後の

診療に要した医療費から適用し、同日前の診療に要した医療費については、な

お従前の例による。 

附 則（平成１６年条例第１２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１７年条例第２８号） 

１ この条例は、平成１７年７月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる
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規定は、当該各号に定める日から施行する。 

(1) 第１条中新座市乳幼児医療費支給条例第３条第１項第３号の改正規定及

び同条例中第９条を第１０条とし、第８条を第９条とし、第７条の次に１条

を加える改正規定、第２条中新座市重度心身障害者医療費支給に関する条例

第２条の改正規定（「、１歳以上の者で」を削る部分、「一」を「いずれか」

に改める部分及び同条第２号中「定める」の次に「「（（A））」、」を加え

る部分に限る。）及び同条例第８条第３項の改正規定（「支払い」を「支払」

に改める部分に限る。）並びに第３条中新座市ひとり親家庭等医療費支給条

例第２条第３項及び第７条第２項第１号の改正規定 公布の日 

(2) 第１条中新座市乳幼児医療費支給条例第３条第１項第４号の改正規定、第

２条中新座市重度心身障害者医療費支給に関する条例の題名の改正規定、同

条例第１条の改正規定、同条例第２条の改正規定（「、１歳以上の者で」を

削る部分、「一」を「いずれか」に改める部分及び同条第２号中「定める」

の次に「「（（A））」、」を加える部分を除く。）及び同条例第３条の改正

規定並びに第３条中新座市ひとり親家庭等医療費支給条例第２条第１項及び

第２項第３号の改正規定 平成１７年４月１日 

２ 第１条の規定による改正後の新座市乳幼児医療費支給条例、第２条の規定に

よる改正後の新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例及び第３条の規

定による改正後の新座市ひとり親家庭等医療費支給条例の規定は、この条例の

施行の日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診療に係る医療費

については、なお従前の例による。 

附 則（平成１８年条例第３４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２０年条例第１８号） 

１ この条例は、平成２０年７月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例の規定は、この条例の施行の

日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診療に係る医療費につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（平成２０年条例第２５号） 
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この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２１年条例第１４号） 

１ この条例は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、第２条第１号及び

第３条第２項の改正規定並びに次項の規定は、同年７月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例第２条第１号及び第３条第２

項の規定は、平成２１年７月１日以後の診療に係る医療費について適用し、同

日前の診療に係る医療費については、なお従前の例による。 

附 則（平成２２年条例第９号） 

１ この条例は、平成２２年１０月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例の規定は、この条例の施行の

日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診療に係る医療費につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（平成２３年条例第５号） 

１ この条例は、平成２３年１０月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例の規定は、この条例の施行の

日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診療に係る医療費につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（平成２３年条例第２０号） 

１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、第１０条を第１１

条とし、第９条を第１０条とし、第８条の次に１条を加える改正規定は、公布

の日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例第３条の規定は、この条例の

施行の日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診療に係る医療費

については、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年条例第１２号）抄 

１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年条例第３８号） 

この条例は、公布の日から施行し、改正後の新座市こども医療費支給に関する

条例の規定は、平成２４年４月１日から適用する。 

附 則（平成２４年条例第４６号） 
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１ この条例は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、第２条第４号及び

第１０条の改正規定は、公布の日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例第２条第１号及び第２号並び

に第３条の規定は、この条例の施行の日以後の診療に係る医療費について適用

し、同日前の診療に係る医療費については、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年条例第４５号） 

この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年条例第５２号） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の新座市こども医療費支給に関する条例の規定は、この条例の施行の

日以後に受けた医療に係る医療費について適用し、同日前に受けた医療に係る

医療費については、なお従前の例による。 

附 則（令和４年条例第２８号）抄 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１条中新座市こども医療費

支給に関する条例第５条第２項の改正規定及び第２条中新座市重度心身障がい

者医療費支給に関する条例第９条第２項の改正規定は令和４年１０月１日から、

第３条中新座市ひとり親家庭等医療費支給条例第８条第２項の改正規定は令和

５年１月１日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の新座市こども医療費支給に関する条例第５条第

２項の規定及び第２条の規定による改正後の新座市重度心身障がい者医療費支

給に関する条例第９条第２項の規定は、令和４年１０月１日以後に受けた医療

に係る医療費について適用し、同日前に受けた医療に係る医療費については、

なお従前の例による。 

 


